
弘法さんかわら版  平成２５年（2013年）１１月  弘法さんの日（２１日） 第１３７号

多くの僧が比叡山で修行。浄土真宗の祖
親鸞も比叡山で厳しい修行を積んでいる。

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
最
澄
と
空

海
の
時
代
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い
る

今
年
の
か
わ
ら
版
。
い
よ
い
よ
大
詰
め
。

今
月
の
テ
ー
マ
は
最
澄
の
教
え
で
す
。

★
照
千
一
隅
（
し
ょ
う
せ
ん
い
ち
ぐ
う
）

   

最
澄
の
偉
業
は
、
小
乗
の
奈
良
仏
教

（
南
都
六
宗
）
と
一
線
を
画
し
、
比
叡

山
で
天
台
宗
を
立
て
、
大
乗
の
教
え
を

説
い
た
こ
と
で
す
。
当
時
の
仏
教
界
の

常
識
か
ら
す
れ
ば
、
大
改
革
、
革
命
と

も
言
う
べ
き
こ
と
で
し
た
。

   

八
一
八
年
、
大
乗
戒
だ
け
で
授
受
戒

す
る
新
し
い
法
門
（
宗
）
を
目
指
し
、
朝

廷
に
提
出
し
た
の
が
天
台
宗
規
則
（
山
家

学
生
式
の
六
条
式
）
で
す
。

   

そ
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
「
照

千
一
隅
」
。
曰
く
「
一
隅
を
照
ら
さ
ば
、

こ
れ
則
ち
国
の
宝
な
り
」
。

   

最
澄
は
、
国
を
護
り
、
衆
生
を
救
う

僧
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

   

「
照
千
一
隅
」
は
、
社
会
の
中
の
一

隅
に
光
を
与
え
、
国
を
護
り
、
衆
生
を
救

う
こ
と
の
で
き
る
僧
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ

れ
は
国
の
宝
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

   

転
じ
て
現
代
で
も
、
一
隅
を
護
る
人
、

自
分
の
仕
事
に
努
力
す
る
人
で
あ
れ
ば
、

誰
で
も
国
の
宝
に
な
る
と
解
釈
さ
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

   
現
代
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
最
澄

の
教
え
の
含
意
。
最
澄
の
偉
大
さ
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

★
愚
禿
（
ぐ
と
く
）

   

七
八
五
年
、
比
叡
山
に
籠
も
る
際
に

書
い
た
誓
い
の
文
で
あ
る
願
文
（
が
ん

も
ん
）
。

   

曰
く
「
愚
が
中
の
極
愚
（
ご
く
ぐ
）
、

狂
（
お
う
）
が
中
の
極
狂
（
ご
く
お
う
）
、

塵
禿
（
じ
ん
と
く
）
の
有
情
（
う
じ
ょ

う
）
、
底
下
（
て
い
げ
）
の
最
澄
」
。

   

猛
烈
に
自
省
し
、
謙
虚
に
自
己
評
価

し
て
い
る
一
文
で
す
。

   

自
分
は
愚
か
な
者
の
中
で
も
極
め
て

愚
か
者
で
あ
り
、
甚
だ
し
く
修
行
の
足

り
な
い
者
（
狂
）
で
あ
る
。
煩
悩
（
塵
＝

ち
り
）
に
ま
み
れ
た
形
だ
け
の
僧
（
禿
）

で
あ
り
、
自
分
は
最
低
の
人
間
で
あ
る
と

卑
下
し
て
い
ま
す
。

   

自
分
自
身
を
謙
虚
な
う
え
に
も
謙
虚

に
評
し
、
真
摯
に
自
己
研
鑽
と
修
行
に

取
り
組
む
決
意
を
表
し
た
一
文
で
す
。

   

誰
に
も
そ
う
し
た
謙
虚
さ
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
諭
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。

   

後
に
比
叡
山
で
修
行
し
た
僧
た
ち
が

今
日
に
続
く
多
く
の
宗
派
を
生
み
出
し

ま
す
。

   

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
浄
土
真
宗
の
祖
、

親
鸞
。
最
澄
の
願
文
か
ら
自
分
の
名
を

と
り
、
愚
禿
（
ぐ
と
く
）
と
称
し
て
い

ま
し
た
。

★
忘
己
利
他
（
も
う
こ
り
た
）

　   

願
文
の
中
で
最
澄
は
五
つ
の
誓
い
を

立
て
ま
し
た
。

   

そ
の
第
五
は
、
自
己
研
鑽
と
修
行
で

得
た
功
徳
（
く
ど
く
）
を
人
々
に
施
し
、

と
も
に
悟
り
を
目
指
す
こ
と
を
誓
っ
て

い
ま
す
。

   

ま
た
、
山
家
学
生
式
で
は
、
悪
い
こ

と
、
凶
事
は
全
て
自
分
が
一
身
に
引
き

受
け
、
良
い
こ
と
、
好
事
は
全
て
他
人

に
回
る
こ
と
を
願
い
、
「
忘
己
利
他
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

   

曰
く
「
己
（
お
の
れ
）
を
忘
れ
て
他

を
利
す
る
は
慈
悲
の
極
み
な
り
」
。

   

自
己
を
忘
れ
て
、
社
会
に
尽
く
し
、
衆

生
の
幸
せ
を
願
う
こ
と
こ
そ
大
乗
の
教

え
。

   

他
人
に
利
益
を
与
え
る
「
忘
己
利
他
」

の
精
神
は
菩
薩
道
に
通
じ
て
い
ま
す
。

   

社
会
貢
献
（
照
千
一
隅
）
、
自
己
反

省
（
愚
禿
）
、
慈
悲
（
忘
己
利
他
）
が

最
澄
の
教
え
の
三
本
柱
と
言
え
ま
す
。

★
浄
土
思
想

　   

最
澄
の
遺
志
は
円
仁
や
円
珍
が
継
ぎ
、

天
台
密
教
は
最
終
的
に
安
然
（
あ
ん
ね

ん
）
が
大
成
し
ま
し
た
。

   

比
叡
山
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
の
が

良
源
。
そ
の
弟
子
源
信
は
浄
土
思
想
を

広
め
、
そ
の
こ
と
が
後
の
鎌
倉
六
宗
派
、

今
日
に
つ
な
が
る
多
く
の
宗
派
の
宗
祖

を
生
み
出
し
ま
し
た
。

   

最
澄
が
い
な
け
れ
ば
、
日
本
の
仏
教

も
社
会
も
今
と
は
大
き
く
異
な
る
姿
と

な
っ
た
で
し
ょ
う
。

   

来
月
は
、
そ
の
最
澄
が
一
時
は
師
事

し
た
空
海
の
教
え
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
す
。
乞
ご
期
待
。


